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太陽系外惑星を観測するための手法の 1つであるトランジット法では、減光の深さから惑星と恒星の半径比を
求めることができる。惑星大気の吸収・散乱特性は波長により異なるので、複数の波長の観測で違う半径比を示
すことがある。ここから惑星大気の組成について調べることができる。例えば HAT-P-54bは惑星と恒星の半径
比が可視光領域よりも近赤外領域の方が大きいことが分かった (多葉田 日本天文学会 2017年春季年会)。
太陽系外惑星HAT-P-16bは 2010年に発見され、公転周期が 2.7760日、惑星半径と恒星の半径比は iバンドで

0.1071 ± 0.0014と求められたホットジュピターである (Buchhave et al. 2010)。
我々は口径 2mのなゆた望遠鏡と狭帯域撮像分光装置 LISSを使いHAT-P-16bを観測した。超低分散グリズム

モード (R∼80)を使用し、波長範囲 6000Å-9000Åのスペクトルを得た。HAT-P-16bのトランジット継続時間は
184分で、本観測ではトランジットを含む 299分間で観測を継続した。またシーイングの変化によるフラックス
の損失を減らすため 10”幅のロングスリットを使用した。HAT-P-16と 150秒角離れ、V等級で 1.05等級暗く、
K5型の天体を参照星として同時に観測した。
解析の結果、6500Å-8500Åにおいてトランジットの深さはほぼ一定であることが分かった。トランジットの深

さの平均は 0.0160± 0.0012等級、惑星と恒星の半径比の平均は 0.1211+0.0044
−0.0045と求まった。講演ではこの惑星の

大気について議論する。


